世田谷区若林のS邸（昭和29年築）について ―昭和戦後の住宅に関する研究― by 堀内 正昭 & Masaaki HORIUCHI
はじめに
S 邸へは，例えば東急世田谷線の西太子堂駅で下車した
場合，北の方角にそのまま道なりに歩き，ほどなくして現
れる太子堂八幡神社の脇を抜けると，約 7，8 分で至る。
この木造モルタル仕上げの住宅は，昭和 29（1954）年の創
建当初は平屋で，それから 10 年後の昭和 39（1964）年に
増築して 2 階建てとなった。
S 邸の存在を知ったのは，世田谷区に，現所有者 MS 氏
の長女の方より「実家の建物が築約 60 年になり，残して
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世田谷区若林の S 邸（昭和 29 年築）について
―昭和戦後の住宅に関する研究―
堀内　正昭
The S Residence （Built in 1954） in Wakabayashi, Setagaya Ward, Tokyo 
―Research into Residences Built in the Post-war Showa Period―
Masaaki HORIUCHI
The S residence was built in 1954. The one-storied house with a gable roof was enlarged in 1964 into a 
two-storied house though a part of the house retained its original one-storied body. This paper 
investigates the architectural history of this house through interviews with the owner and research into 
the residence and attempts to restore its original style.
The characteristics of this house are as follows.
◦The S residence had a gable roof, and the floor space was 105.55 m2. The exterior was paneled 
vertically with clapboards made of Akita cedar （Cryptomeria japonica） painted dark brown. This boarding 
technique was also used in the interior.
◦The layout of rooms is “living room centered” in that living rooms are located on both sides of a 
drawing room. The restroom and bathroom are together on the north side of the main house and form an 
annex to the main house with a hallway connecting them. While a large pantile roof spans the main house, 
the roof that covers the attached part is a shed-roof of galvanized iron sheets, and in the annex a 
traditional method of water circulation is retained.
◦The step set up between the Japanese-style room and the western-style room employs the method in 
fashion during prewar Showa period.
◦The interior of the house features a ship bottom ceiling and an open layout. This ceiling spans two 
rooms, the drawing room and the kitchen, and the interior openness is emphasized by sliding doors with 
pockets, swing doors and transoms on the north side of the drawing room.
◦The open layout with sliding doors with pockets was also used on the 2nd floor when the house was 
enlarged.
◦This house was enlarged by building a steel frame outside the original house and inside the attic. 
Thus, the load of the 2nd floor was not supported by the 1st floor. In other words, the residence was 
enlarged without damaging the charm of the original one-storied house.
Key words:   Setagaya（世田谷）, post-war Showa Period（昭和戦後）, ship bottom ceiling（舟底天井）, 
clapboarding（羽目板張り）
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1．家屋概要
S 邸の敷地は南北方向にやや長い長方形で（面積 398.80 
m2），東ならびに北側が道路に接し，敷地の南半分を庭と
する（図 1）。木造 2 階建てであるが，建物の西側から北側
にかけては平屋となる。
敷地の北側に鉄製の門扉があり，門扉に向かって右側に
大谷石の塀が衝立のように建物から張り出している（図 2）。
門から玄関へのアプローチは鉤形となり，玄関前に石敷き
のテラスがある（地面からの段差は 510 mm）。このテラスの
南側に水槽が造られている（図 3，4）。
2 階建ての部分がクリーム色のモルタル仕上げであるの
に対して，平屋の外装は竪羽目板張りである（図 5）。建物
の 4 面に鉄骨の柱と梁が露わになり，部分的に鉄筋ブレー
スが入る（図 2，6，7）。1 階，2 階とも東西軸を棟とする切
妻造りの桟瓦葺きであるが，北側の平屋は勾配 5 度の片流
れの屋根で，亜鉛鉄板瓦棒葺きとする（図 8）。
玄関土間ならびにホールは広く，階段室を兼ねる（図 9）。
いきたいので文化財になりませんか」との相談が寄せられ
たことがきっかけであった。区内では未調査の物件であっ
たので，平成 30（2018）年 6 月 6 日，筆者は同区教育委員
会文化財係の担当者と共に同邸を訪問した。
舟底天井を持つ応接間，引込み戸を多用した開放的な間
取り，鉄骨柱を露わにした外観などの独特な造りへの，そ
して戦後の住宅建築への筆者の関心から，文化財の価値を
問うことは後日に譲るとして，調査を実施することとした。
参加者ならびに調査内容は以下の通りである。
【調査参加者（肩書は調査時のもの）】
高橋由香里（ 昭和女子大学生活科学部環境デザイン学科・助手）
岡勤代（昭和女子大学大学院環境デザイン研究専攻・1 年）
有海奈生子（ 昭和女子大学生活科学部環境デザイン学科・4 年）
大村友李恵（同上）
小松万莉奈（同上）
高津友里恵（同上）
石川結（同・3 年）
岩元史織（同上）
西山ひかり（同上）
鈴木梨紗子（コイズミ照明株式会社）
武藤茉莉（ 世田谷区教育委員会生涯学習・地域学校連携課民家
園係文化財資料調査員）
金谷匡高（ 法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻博士
後期課程）
【調査日ならびに内容】
調査日： 平成 30 年 7 月 15 日，16 日，22 日，29 日，8 月
5 日，6 日，9 月 22 日，23 日，25 日，平成 31 年 3 月 23 日
（追加調査）
調査内容： 配置図，1 階・2 階平面図，断面図，主要各
室の展開図作成のためのスケッチと実測，このほか写真撮
影ならびに聞き取り。
このように，S 邸の悉皆調査を通じて現状図面を作成す
るとともに，本稿ではとくに，聞き取りと痕跡調査に基づ
いて，現在までの同邸の建築史ならびに特徴を明らかにし，
創建時の姿を復原考察することを目的とする。
これまで世田谷区では，昭和 57（1982）年度から同 60
（1985）年度にかけて，同区教育委員会が近代建築調査の
一環として，住宅の悉皆調査を実施している1）。また，一
般財団法人世田谷トラストまちづくりでは，平成13（2001）
年より同区全域の近代建築の調査を継続して行っている2）。
その結果，昭和戦前までの近代建築（住宅を含む）の現存
状況が明らかになっている。しかし，戦後の建築について
は同様の調査は実施されておらず，今後の課題である。
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図 1　S邸の配置図
図 2　建物の北側を見る。門扉の右手に大谷石の壁が
張り出す。
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玄関ホールの南側に短い廊下が続き，廊下の東側に納戸を，
西側に台所を置く。廊下の突き当りに自在戸があり，応接
間に至る。応接間は 1 階の中央を占め，東に居間，西に客
間をそれぞれ設けるが，居間は洋間であるのに対して，客
間は和室で，和室と応接間の境に段差を付ける。
この客間の北側に茶の間と納戸があり，台所の西側から
奥（北側）に廊下を挟んでトイレと浴室がある。トイレは
3 箇所あり，それぞれ小便器，大便器，汽車式便器を設置
する。このうち汽車式便器を有するトイレは外便所である。
2 階へは踊り場付きの折返し階段で行き，2 階ホールの
東側に張り出したところを納戸とする（図 10）。1 階と同
じく自在戸を経て応接間があり，応接間に接する東西に和
室の客間と居間を，それぞれ応接間とは段差を付けて配し
ている。応接間の北側には台所と洗面所ならびにトイレを
置く。なお，現状の断面図を図 11 と図 12 に示す。
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図 3　玄関の外観 図 ４　玄関のテラス脇にある
水槽
図 5　建物の平屋部分（南側）
図 6　建物の東側を見る。
図 7　南側（右手）と西側（左手）を見る。
図 8　2 階から見た建物北側のトイレと浴室に架かる
片流れの屋根
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図 9　現状 1階平面図（南側の斜線は増築部分）
図 10　現状 2階平面図
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同専門学校卒業後しばらくして，同区太子堂 2 丁目に，
空調を扱う S 工業有限会社を設立するとともに自宅を建
てた。昭和 9（1934）年，東京市出身の F と結婚。社員は
10 人ほどで，SS の地元秋田県のほか，F の母の出身地で
ある福島県からの者であった。S 工業は三機工業株式会社
（1925 年創業）の下請けとして，主としてボイラー関連の設
置工事を請負った。
昭和 29 年，世田谷区若林に移転したときに自宅を新築
するとともに，現在の S 家の敷地の西側に，2 階建ての会
社事務所を建てた。社員は 3，4 名から 10 名ほどであった。
SS には子供がいなかったので，SS の兄の四女を養子縁組
で入籍させた。この人が MS 氏である。
2．MS氏からの聞き取り
同邸の施主は SS（1905～1966）で，現在の所有者 MS 氏
はその長女（1937～）である。MS 氏は同邸が建てられた
昭和 29 年から住まわれている。以下，調査期間中に実施
した聞き取りから得た施主の経歴ならびに建物の沿革をま
とめる。
父 SS は明治 38（1905）年，秋田北秋田郡合川町（現，
北秋田市）に三男として生まれた。家業は農家であった。
SS は地元の学校に通い（学歴不詳），10 代で上京し，世田
谷区太子堂にあった空調関係の会社に勤めた。勤務する傍
ら，同じ空調関係の専門学校（夜学とのこと）に通った。
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図 11　現状の断面図（A-A）
図 12　現状の断面図（B-B）
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土間の増築面積は不明）。
◦ 当初の門扉は敷地の東側にあったが，昭和 39 年頃に東
を閉じ，現在の北側に移す。
◦ 当初，1 階の居間と客間それぞれの南側に部屋はなく，
昭和 29 年から 39 年の間に増築した（図 9 の斜線が増築部
分）。そのときの雨戸はがらり戸で，台風の時などに雨
水が浸入してきた。現在の客間南側の 4 畳間に付く押入
れはもと水屋で（母が茶道を嗜んでいた），父の没後（1966
年）に押入れにした。
◦ 1 階の応接間北側の棚は昭和 39 年以後に造る。
◦ 1 階の台所の床は当初リノリュームを張っていたが，昭
和 30 年代に張り替える（目視では塩ビタイル張りと思われ
る）。
◦ 浴槽はもと檜製で 3 回更新した後，平成 28 年に FRP
浴槽（ポリ浴槽）に替えた。
◦ 庭南側の塀は昭和 39 年頃，風通しを考えてコンクリー
ト製の板格子状のものにした。
◦ 外部の鉄骨柱ならびに鉄筋ブレースは昭和 39 年の増築
時のものであり，鉄骨柱は 2 本一組とした。ただし，玄
関脇にある独立した鉄骨柱は増築当初は 1 本で，その
12，13 年後にもう 1 本加える補強を行った。
◦ 南側の大戸（雨戸）は今から 12，3 年ほど前にがらり戸
から入れ替えたもので，現在は黒色だが，もとは焦げ茶
色，竪羽目板も同色であった。
◦ 2 階西側の物干し台は，昭和 39 年以後に設置した。
3．諸室について
1）玄関（図 13，14）
玄関は土間とホールを含めて 13.50 m2（4.08 坪）と広く，
土間は 303 mm 角の石敷きとし，吹抜けの階段室の上を
自宅を建てたときは，家族は MS 氏を入れて 3 人で，
設計は株式会社安藤組（現，株式会社安藤・間），施工は太
子堂の大工根本某（安藤組の下請け）の弟子の高橋某が担当
したという3）。建材には秋田スギとラワン材を使用した。
女中は 2 人，多い時で 3 人居た。父の郷里である秋田か
らで，今から 20 年ほど前まで雇っていた。女中は母の勧
めで，家事のほか区内の淡島通り（S 邸の位置する若林 2 丁
目の北側を東西に走る道路）にあった母の知人宅で裁縫を習
った。
平屋の頃の部屋の使い方は，当初 MS 氏の両親は客間
を使い，茶の間で食事をした。MS 氏は昭和 34（1959）年
に結婚し，2 女を儲けたので，家族は多い時で 6 人となり，
MS 氏夫妻は居間を使用した。
2 階建てへの増築後については，昭和 61（1986）年，
MS 氏の長女の結婚後は，長女夫妻が同居し，彼らは 1 階
の居間を使用した。MS 氏は 1 階の客間を，2 階は専ら母
が使っていた。長女夫妻は結婚後 6 年同居した。なお，長
女夫妻の長男は，平成 25（2013）年頃から同居していたが，
結婚後はここを離れ独立した。
同住宅の登記簿（東京法務局世田谷出張所管轄）には以下
の記載がある。
「構造」木造亜鉛メッキ鋼板瓦交葺 2 階建
「床面積」1 階　127.06 m2
　　　　 2 階　095.90 m2
昭和 29 年 10 月 26 日新築
昭和 39 年 6 月 25 日増築
同記載における 1 階 127.06 m2（38.44 坪），2 階 95.90 m2
（29.01 坪）が現在の床面積である。
さらに，登記申請書（建物滅失登記）（申請： 平成 16 年 6 月
21 日）に次の記載がある。
「事務所，車庫，居宅」
「木造亜鉛メッキ鋼板，瓦葺 2 階建　1 階 68.58 m2，2 階　
75.19 m2」
「若林 2-516，平成 16 年 4 月 30 日取毀」
若林 2 丁目 516 は現在の旧住所で，同登記申請書の記載
は S 工業の会社事務所のことである。なお会社事務所は，
昭和 41（1966）年の父の没後アパートにリフォームし，平
成 16（2004）年まで使用した。
S 邸は昭和 29（1954）年に新築，昭和 39（1964）年に大
規模な増築を行っている。それ以外の外構を含んだ改築の
履歴は以下の通りである。
◦ 当初の玄関口は北側にあったが，増築時に玄関土間を拡
張するとともに，玄関口を現在の東側に移した（ただし，
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図 13　玄関ホールの北側を見る。
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勾配天井とする（傾斜は24度）。玄関内の南壁面は黄緑色の，
他の 3 面は黄土色の土壁塗装とし，さらに東壁面について
は玄関口の欄間の高さまでを大谷石張りとする。土間とホ
ールの段差は 158 mm である。ホールに続く短い廊下の
床は板張り，その上の天井は漆喰仕上げで 15 度傾斜する。
ホールの天井高は低いところで 2670 mm である。
2）1 階・応接間（図 15～18）
応接間へは自在戸で出入りする。この板戸は，幅 1033 
mm，高さ 2047 mm，厚さ 40 mm の大きさがあり，蝶番
ではなく，軸吊り金物を用いて取り付けている（図 17）。
応接間の床面積は 27.89 m2（8.44 坪）である。床は市松
模様の寄木張り（223 mm 角），天井は 11 度傾斜し，登り
梁が付く。応接間の北側に造り付けのガラス棚があり，そ
の上が天井の頂部となる。この棚の上を嵌め殺しの欄間窓
としているので，北側に隣接する台所の天井にも付けられ
た登り梁が見える。このように，応接間と台所の 2 室に渡
って舟底天井を架けているのである。
応接間の壁面ならびに自在戸はスギの板張り，天井面は
漆喰仕上げで，計 4 本の登り梁が取り付く。これら登り梁
は，断面が凹形のものと長方形のものに分かれ，4 本の登
り梁のうち自在戸寄りのもの 2 本が凹形である。凹形の登
り 梁 の 幅 は 198 mm，成 は 178 mm，凹 面 の 窪 み は 123 
mm で，天井面との間には 88 mm の空きがある（図 18）。
またこの登り梁の 3 箇所に束が入り，束は登り梁とボルト
締めされる。それ以外の登り梁の寸法は幅 103 mm，成
155 mm で，こちらは天井面との空きはない。床からの天
井高は舟底天井の頂部が 3273 mm で，底部が 2443 mm
である。
応接間の南側には 4 枚の引違い窓が付くほか（開口部の
内法高は 2052 mm），東寄りの窓を嵌め殺しとする。また，
同室の西に接する客間の床は応接間より高く，243 mm の
段差がある。なお，円錐形の笠を持つペンダントライトは
創建時からのものである。
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図 1４　玄関ホールの南側を見る。 図 15　1 階応接間の西（左手）ならびに北側を見る。
図 18　応接間の丸柱に接合する登り梁周辺
図 16　1 階応接間の東（左手）ならびに南側を見る。
図 17　自在戸：開き戸を蝶番ではなく，
軸吊り金物を用いて取り付ける。
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4）1 階・客間（図 22～24）
和室の畳敷きで 2 室に分かれる。北側は 6 畳間で，その
西側に床の間（畳床）があり，床脇に棚を設ける。この棚
の上下に窓が付くが上の方の窓は塞がれている。床柱は絞
り丸太で（径 117 mm），壁は土壁，天井は板張りである
（天井高は 2432 mm）。
他方，南側は 4 畳間で，その西側に押入れが付く。土壁
で，天井を板張りとし，南に 17 度傾斜する。
これら 6 畳間と 4 畳間の境にある間仕切りには，現在 2
枚の障子を引込む。ただし，障子を立てる敷居は 2 本溝で
あるのに対してその上の鴨居は 4 本溝であり，溝の数が一
致しない。4 本溝のうち 2 本は障子の引込み用で，他の 2
本は間仕切りに取り付く板に当たる。現在，障子以外の建
具は残っていない。
3）1 階・居間（図 19～21）
同室の床面積は 18.25 m2（5.52 坪），天井高は 2425 mm
で，床，壁，天井とも板張りである。部屋の中央南寄りに
丸柱を付けた間仕切りがあり，東側の壁から 1107 mm 張
り出す。この間仕切り壁にガラス戸 2 枚を引込む（図 21）。
居間の北側向かって左半分が押入れで，右半分には棚が造
り付けとなる。
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図 19　1 階居間の北側
図 20　1 階居間の北側（引戸を開けた状態）
図 21　1 階居間の引込み戸
図 22　1 階客間の西側
図 23　1 階客間の ４畳間（西側）
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7）1 階・納戸（もと女中部屋： 図 30）
3 畳間で，東側に天袋付きの押入れが付く。竿縁天井で，
天井高は 2268 mm，壁は漆喰仕上げで，北側に片引きの
窓を開ける（幅 780 mm，高さ 885 mm）。
6）1 階・台所（図 28，29）
床面積は 12.40 m2（3.75 坪）で，舟底天井の傾斜は 15 度
である。北側に流し等を設置して，勝手口，玄関，応接間
そして茶の間から出入りができる。また，台所の南側の応
接間との間に，配膳用の襖の引戸（幅 1299 mm，高さ 1300 
mm）を設ける。
5）1 階・茶の間（図 25～27）
4 畳半で，中央に半畳分の掘り炬燵を設ける。西側に 3
畳分の収納があり，うち 2 畳が納戸（竿縁天井をもつ），1
畳が押入れとなる（図 27）。茶の間の天井と壁の仕様は客
間と同じであるが，天井北側の 3 分の 1 が傾斜して北側に
下る（16 度）。天井高は水平面で 2384 mm である。
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図 2４　1 階客間の東側を見る。
図 27　1 階茶の間に隣接する納戸
図 25　1 階茶の間の北側（左手）
図 26　1 階茶の間の天井を見る（北側に下る）。
図 28　1 階台所の東側を見る。 図 29　1 階台所の南側を見る
（中央の襖の引戸は配膳用）。
945_堀内先生.indd   19 2019/09/02   10:42
「浴室」（図 34）
浴室の床は脱衣室からさらに下がり（段差 110 mm），床
ならびに壁の一部を 95 mm 角のタイル張りとし，壁，天
井とも板張りの上にペンキ塗りとする。東側に小さな戸口
がある（幅 615 mm，高さ 940 mm）。
「外便所」（図 35）
汽車式トイレで，床からの段差 295 mm。現在は不使用。
9）階段室と納戸（図 36，37）
8）1 階奥
茶の間と台所の間の廊下（東側に横長 1702 mm の洗面器を
設置）を北に行くと，西側にトイレ（小便器），正面にトイ
レ（大便器），東側に脱衣室，その隣に浴室がある。これら
トイレ，脱衣室，そして浴室の天井は，片流れの屋根に合
わせて西から東に 5 度傾斜して下る（図 31）。
「小便所」（図 32）
床と腰壁を板張り（腰壁高は 1040 mm）とし，それ以外
の壁ならびに天井を漆喰仕上げとする。
「大便所」
床は板張りで，壁と天井はクロス張りに更新。
「脱衣室」（図 33）
脱衣室の床は廊下から下がる（段差 160 mm）。床はタイ
ル張りで，壁，天井とも漆喰仕上げとする。
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図 30　1 階の納戸（元女中部屋） 図 31　1 階北側のトイレ前の
廊下（右手に洗面器）
図 32　1 階のトイレ（小便器） 図 33　1 階の脱衣室
図 3４　1 階の浴室
図 35　汽車式トイレ（外便所）
図 36　階段室 図 37　2 階ホール付近の納戸
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11）2 階・客間（図 42～44）
8 畳間で北側の横幅一杯に板を敷いて床とし，その後方
向かって右に 1 間幅の押入れを設ける。天井は板張り。東
側に床から内法高 735 mm の窓が付く。南側には計 9 枚
の建具が重なり，室内側から 3 枚の障子戸（雪見障子），そ
の外側に 3 枚の襖，さらに 3 枚の網戸の建具はすべて片側
（西）に引込むことができ，そのため敷鴨居の幅は 362 mm
ある。天井高は 2270 mm である。
階段室の天井はクロス張りである（図 36）。2 階ホール
の東側の納戸はホールから 788 mm 下り，5 段の階段が付
く。納戸の天井は階段室と同じく 24 度傾斜し，部屋の北
側と東側にガラス窓を入れる（図 37）。
10）2 階・応接間（図 38～41）
2 階ホールから続く短い廊下の先に自在戸（幅 1075 mm，
高さ 1758 mm，厚さ 40 mm）があり，応接間に至る。応接
間の天井はクロス張り，床は市松模様の寄木張り（1 枚 229 
mm 角），北側に棚が造り付けとなる。応接間の床はその
東西にある居室より低く，東側で 242 mm，西側で 240 
mm の段差がある。天井高は 2470 mm で，同北側のドア
横の丸柱の直径は 82 mm。
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図 38　2 階応接間の北側
図 39　2 階応接間の東側
図 ４0　2 階応接間の東側（戸を引込んだ状態）
図 ４1　2 階客間と応接間境にある引込み戸を見る。
図 ４2　2 階客間：北側（左手）と東側を見る。
図 ４3　2 階客間：南側の建具 図 ４４　2 階客間の引込み戸
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14）2 階・洗面所とトイレ（図 48）
洗面所はピンク色のタイル張りで（76 mm 角），天井は
台所と同じ。トイレは全面黒のタイル張り（75 mm 角），
床は石張りである。
15）2 階・納戸（図 49）
床は板張り，漆喰壁，天井はペンキ塗り。南側に 1 間幅
の押入れ。天井高は 2467 mm。
16）その他： 竈跡と浴室横の板囲い（図 50，51）
12）2 階・居間（図 45，46）
南側の 6 畳間（天井高 2274 mm）と北側の 4 畳半（天井高
2245 mm）に分かれる。6 畳間の南側に 3 枚の雪見障子が
立て込まれ，土壁，天井は板張りである（1 階茶の間と同じ
仕様）。4 畳半の北側に押入れがあり，土壁で，天井に竹簀
の子の化粧を施す。
13）2 階・台所（図 47）
台所の床は居間（4 畳半）から 241 mm 下がり，天井は
板にペンキ塗りで，天井高は 2518 mm。応接間との境に
配膳用の引戸がある。
─ 22 ─
図 ４5　2 階居間の北側
図 ４6　2 階居間の南側
図 ４7　2 階の台所
図 ４8　2 階の洗面所 図 ４9　2 階の納戸
図 50　1 階台所の北側に残る壁体（円形は元竈があった場所）
図 51　1 階浴室の東側に張り出した板囲い
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以上，外構を含んでここまで述べてきた諸室の造りと仕
様から，S 邸について特徴的だと思われる事項をまとめて
みる。
① 舟底天井とそれを支える丸柱ならびに登り梁がつくる規
模の大きな室内空間
② 洋間と和室が隣接する場合の段差ならびに女中部屋の存在
③別棟にまとめられた便所と浴室
④内外装材としての板張りの多用
⑤嵌め殺し窓の欄間
⑥引込み戸と自在戸
このうち②の洋間と和室との段差は昭和戦前の住宅によ
く見られ，女中部屋も同様に住宅の間取り上欠かせない存
在であった。③はかつて農村で見られた主屋とは別棟とし
て設けられた外便所，外風呂を想起させるとともに，水回
りを北側にまとめた戦前までの間取りを継承している。
MS 氏によると，郷里（秋田）の実家でも主屋の北側に便
所と浴室をまとめて設置していたとのことである。
④の板張り仕上げの多用により，S 邸では和室（1 階・
客間と茶の間，2 階・客間と居間）に竿縁天井は見られず，竿
縁は元女中部屋と茶の間に隣接する納戸の天井に用いられ
ているに過ぎない。⑤の欄間は，連続窓として応接間と台
所周辺に使用されている。⑥の引込み戸と自在戸は双方と
も幅そのものが大きく，引込み戸については，同邸には 1
階に 5 箇所，2 階に 3 箇所存在する。以下，引込み戸の建具
の種別ならびに開口部の大きさ等を表 1 にまとめてみる。
このように，計 8 箇所の引込み戸のある開口部の内法幅
は，2501 mm から 3507 mm まである。例えば，1 階茶の
間の引違い戸の内法幅は 1620 mm と 1691 mm である。
両者を比較すると，横幅の大きな引込み戸により，室内，
とくに応接間，居間，客間それぞれの開放性ならびにこれ
ら 2 室（あるいは 3 室）の連続性の確保を重要視していた
ことがわかる。
４．鉄骨による増築と当初の小屋組について
昭和 39（1964）年に，鉄骨による構造体を組んで 2 階へ
の増築がなされた。外観上で視認できる鉄骨の枠組みを示
したのが図 55 で，2 本一組の鉄骨柱の断面寸法は 101×
201 mm である。
建物内部の鉄骨梁の配置については，1 階納戸の天袋か
ら屋根裏に上がり，納戸，居間，そして応接間の天井裏を
観察し，創建時の平屋は和小屋で造られていたことのほか
に，以下の諸点が確認できた。
◦ 外観に現れていた鉄骨柱に接合する鉄骨梁ならびに鉄筋
ブレースの配置箇所
◦ 創建時の小屋組を構成していた軒桁，垂木，母屋等
台所の外側に，幅 1570 mm，高さ 1050 mm，厚さ 140 
mm の壁体が残存する。壁面（東側のみ）は 110 mm 角の
白タイル張りで，壁の上に 85 mm 角の土台があり，土台
に柱を立てた枘穴が残る。かつて同所には竃（1 穴）が設
けられていたとのこと。
また，浴室の外側（東）に，縦 1495 mm，幅 720 mm，
長さ 2118 mm の板囲いがあり，その東側に引違い戸が付
く。この囲いにはかつて洗濯機を置いていた。
17）その他の痕跡（図 52）
1 階西側の客間外部に，創建時の布基礎が残り，増築後
に水屋として使用していたときの窓の戸袋がある。
18）外構（図 53，54）
敷地南側の塀に使われているコンクリート製の板格子 1
枚の大きさは，幅 215～220 mm，高さ 1880 mm，厚さは
30 mm で，その上の笠石は成 70 mm，幅 140 mm である。
また，台所の外側は地面から 240 mm 高くしたコンクリ
ート製のテラスとなり，その地下は貯水槽（井戸）で，地
上に揚水ポンプが残る（図 54）。この貯水槽は昭和 39 年の
増築時に掘った井戸で，水道代わりに使用した。
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図 52　建物平屋部分西側：中
央に創建時の布基礎
（矢印）と，水屋の戸袋
が残る（円形）。
図 53　敷地南側のコンクリート
製の板格子を見る。
図 5４　1 階台所の北側テラスの揚水ポンプ
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1 階の応接間南側の軒桁に，創建時の垂木がそのまま残
る。この垂木は途中で切断されているが，軒桁から芯々で
1362 mm のところに母屋ならびに束が残存している（図
58 の①）。同図（②と③）の右奥には，この母屋束のほかに
母屋を伴わないが 2 本の束が残っているのがわかる。
同箇所の軒桁の断面寸法は 220（成）×104，母屋は 95
◦ 創建時の外壁に施されていた竪羽目板
まず，鉄骨梁はリップ溝形鋼と称するもので，各部の寸
法（mm）は，H＝201，A＝75，c＝20，t＝3 で あ る（図 56）。
梁間方向に入る計 8 本の鉄骨梁の配列は図 57 の通りで，
それらの設置間隔は，東（図の右）から 1960，1809，1357，
1360，1356，1358，1308 mm で，両端を除く 6 本の鉄骨梁
の断面は，溝形鋼を背中合わせにしたエの字形となる。ま
た，東西のそれぞれ 2 箇所に鉄筋ブレースが入る。
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表 1　引込み戸の一覧
場　　　所 建具の種別 備　　　考（数字は mm 単位）
1 階・居間　2 室の境 ガラス戸 2 枚
敷鴨居幅： 207
開口部（内法）2056（高さ）×2224（幅）
1 階・居間と応接間との境 襖 2 枚
敷鴨居幅： 340
開口部（内法）2055×2527
1 階・応接間と客間との境 襖 2 枚
敷鴨居幅： 314
開口部（内法）1822×2501
1 階・客間 6 畳間と 4 畳間との境 障子戸 2 枚
敷鴨居幅： 228
開口部（内法）1820×2907
1 階・客間の南側 ガラス戸 2 枚　網戸 2 枚
敷鴨居幅： 305
開口部（内法）1363×2867
2 階・客間の南側
室内側から
◦障子戸 3 枚
◦襖 3 枚
◦網戸 3 枚
このほか，サッシュのガラス戸 3 枚
溝は 9 本
敷鴨居の幅： 363
開口部（内法）1774×3507
2 階・応接間と客間との境 襖 2 枚
敷鴨居幅： 243
開口部（内法）1742×2535
2 階・応接間と居間との境 襖 2 枚
敷鴨居幅： 238
開口部（内法）1744×2534
図 55　建物 ４面の外観に現れる鉄骨柱と梁
図 56　リップ溝形鋼
図 57　溝形鋼の配列図
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所が選ばれているのである。例外的に柱 a の位置が台所
の窓前となるのは（図 9 の a の柱），その東の揚水ポンプ
（井戸）を避けるためである（図 54）。
5．創建時のS邸
屋根裏に残存する垂木は，軒桁に残る垂木の痕跡を含め
すべて平行に配置されていることから，昭和 29 年当時の
S 邸の屋根は切妻造りであったとわかる。さらに，聞き取
りから，創建時に居間と客間のそれぞれ南側の部屋がなか
ったこと，そして玄関部分については，増築時に土間を拡
張し，玄関口を北側から東側に移したことがわかっている。
再度 MS 氏ならびに長女の方にご記憶を辿っていただくと，
当初の玄関口は間口の中央にあったというところまで聞き
出せたが，創建時の玄関土間の正確な大きさを掴むことは
できなかった。そこで，屋根裏ならびに基礎に残された痕
跡から，玄関の大きさを推察していく。
玄関ホール南側の壁（納戸北側の壁）の軒高は，床から
軒桁の上端までで 2659 mm である。この軒桁に勾配 24
度で架かる垂木をそのまま玄関側に延長していき，玄関北
側の壁の土間からの軒高を算出してみる。
S 邸は尺寸で建てられているので，玄関の奥行（梁間方
向）を 6 尺，7 尺，そして 8 尺にすると，玄関北側の壁の
土間からの軒高は次のようになる。
奥行 6 尺のとき： 軒高 2050 mm
同，7 尺のとき： 軒高 1920 mm
同，8 尺のとき： 軒高 1790 mm
次に玄関の大きさについては，家族数，接客の応対の仕
方などで異なるので，一概に言えないが，参考までに，昭
和 20 年，30 年代に刊行された文献から例を拾ってみる。
「玄関土間の大きさは（中略）A は間口 210 cm 奥行 125 
cm の浅い土間，B は間口 145 cm 奥行 200 cm の深い土間，
C は和式として引違格子戸を用うる場合で間口 180 cm 奥
行 120 cm の土間で最小限の広さである。」4）（図 60）
（成）×90，垂木は 88（成）×35 である。垂木の勾配は 24 度
で，455 mm 間隔で配列される。
1 階応接間の室内側から，登り梁と天井との間に計 3 本
の束が見えるが（図 15），屋根裏に残存する母屋束は室内
側の束と同じ箇所に位置している。
他方，台所と納戸の真上の屋根裏にも，軒桁ならびに垂
木の一部が残っている（図 59）。軒桁は 105 mm 角で，垂
木は 50（成）×40，垂木間隔は 370 mm である。垂木の勾
配は，応接間側のそれと同じく 24 度である。
そこで，双方の軒桁から垂木が持つ 24 度の勾配を引い
てその交点を求めてみると，応接間の南側から 3 本目の登
り梁の束の真上となり（図 58 の③），ここが創建時の屋根
を構成する真束の位置であったと推察できる。さらにこの
垂木の交点，つまりは棟木の位置は，現状の 2 階床高当た
りとなり，それは現在の平屋の棟の位置と一致する。
なお，1 階の納戸の上の屋根裏の軒桁を調べてみると，創
建時の垂木を架けた痕跡はすべて平行に入っている（図 59）。
ところで，鉄骨柱ならびに梁の配列図（図 57）を見ると，
図中の a と b の柱は南北方向に入る梁の接合点にはなく，
そこから外れている。その理由は，鉄骨柱の配置箇所から
読み取れる。すなわち，柱 a ならびに b を含めて，鉄骨
柱の位置は，既存の躯体を出来るだけ壊さないように外壁
から離すとともに，視界ならびに通行の妨げにならない場
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図 58　1 階の屋根裏：創建時の垂木ならびに母屋束が残る。
図 59　1 階の納戸北側の屋根裏
図 60　玄関の大きさの例
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このように，基礎の継ぎ目で仕様が異なることから，同
箇所を増築時の痕跡だと仮定してみる。同継ぎ目は現在の
基礎の北端から 1960 mm のところにあり，尺寸で概算す
ると，玄関は増築時に 6.5 尺分拡張されたことになる。現
状の玄関の奥行は 14 尺なので，創建時の奥行は 7.5 尺と
なる。この奥行で土間からの軒高を算出してみると約
1850 mm となり，玄関の大きさはホールを含んで約 2.2
坪となる。
なお，聞き取りから，増築前の玄関にはとくに窓は設け
ていなかったとのことである。応接間と台所に架け渡され
た舟底天井頂部の東西方向に連続して設けられた欄間（図
18），玄関ホールに続く廊下と台所を分ける壁の上にも設
置された欄間はすべて嵌め殺し窓で（図 64），それらは採
光に乏しい玄関ホールへの補助照明を兼ねていたと考えら
れる。
ところで，1 階の客間 4 畳と 6 畳の境にある間仕切りに
は（図 23），現在障子戸 2 枚が収納されているが，溝が 4
本あることから，当初の引込み戸はガラス戸で，その室内
側に障子が 2 枚立て込まれていたと考えられる。ただし，
同箇所の敷居は 2 本溝なので，増築時に鴨居はそのままで
敷居だけが更新されたことになる。雨戸については，創建
時の居間と客間の南側には，聞き取りでは創建時に戸袋は
あったという。
「玄関の大きさは，二帖又は三帖大，そのうち土間の部
分は，一帖又は二帖大で足りますが（中略）和風では，玄
関の間として，土間と同大の畳敷の室を隣接するのが普通
ですが，最近は洋風の取扱いとして，すぐ広間や廊下に続
けることが一般に行われており，この方が面積の経済にも
なります。」5）
「玄関の大きさは，六尺の四尺五寸が最小限でしょう。」6）
「実際に，小さな家に，ていさいばかりの広くて飾りの
多い，外見のための玄関は必要ではありません。」7）（図 61）
「最低の広さとして 1.2 m×1.8 m の広さが必要です。」8）
「収納スペースを別として，3.3 m2（1 坪）を中心として，
出入りの人数や家の面積の大小，来客の多少によって調整
します。」9）
このように，S 邸の建築時には，玄関土間の大きさは，
1 坪程度を標準としていたことがわかる。
S 邸の玄関の間口は 3182 mm（10.5 尺）であり，奥行を
6 尺とすると玄関の大きさは板敷のホールを含んで 1.75
坪となる。奥行を 7 尺とすると，同 2.04 坪となるので，1
坪程度の土間を確保することが出来る。
次に，玄関西壁の基礎を調べてみると，この布基礎の途
中に継ぎ目がある（図 62 の矢印）。さらに，この基礎の継
ぎ目周辺の上に張られた竪羽目板の幅は，その左右で異な
っている（図 63）。すなわち，継ぎ目から北側の竪羽目板
の幅は約 170 mm に対して，南側のそれは約 110 mm で
ある。
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図 61　玄関の大きさの例（数字は尺）
図 62　玄関西側の布基礎に見られる継ぎ目（矢印）
図 63　玄関西側の壁（基礎の継ぎ目の左右で板幅が異なる）
図 6４　玄関ホールから見る（正面が応接間へのドア，
右手が台所へのドア，どちらも欄間を設ける）。
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ら以下 2 枚の写真を入手した。
◦ 昭和 32（1957）年 10 月 10 日，地域： 東京西南部　撮影：
米軍（図 67）
◦ 昭和 38（1963）年 6 月 26 日，地域： 東京西南部　撮影：
国土地理院（図 68）
昭和 32 年の写真は S 邸竣工後 3 年経過した状態を，昭
和 38 年のものは増築の 1 年程前の状態をそれぞれ示して
いる。
双方の写真とも拡大すると不鮮明になるが，主屋には大
きな切妻屋根を架けていたことがわかる。したがって，1
階にある居間と客間のそれぞれ南側の部屋が昭和 39 年の
増築前に拡張されているにも拘わらず，屋根の形状は不変
であり，創建時のこれら 2 室の庭側には軒の出の深い屋根
が架かっていたことになる。
次に，玄関部を子細に見ると，玄関の屋根は主屋北側の
屋根と同じ傾斜で下っているようには思えない（図 67 の①，
図 68 の①）。さらに，昭和 32 年時の玄関の屋根は（図 67 の
①），主屋のそれと色調が異なることから，玄関の屋根は，
主屋のものとは別の形状ならびに勾配を持っていたと考え
られる。
前節にて，創建時の奥行きを 7.5 尺，その際の玄関北側
の軒高を土間から約 1850 mm と推察した。それは主屋の
外装については，平屋部分に竪羽目板が残っているが，
1 階屋根裏に創建時の竪羽目板が残存していること（図
65），さらに応接間のある建物外部の縁側の下にも竪羽目
板の残部があることから（図 66），建物全体に平屋同様の
外装が施されていたことがわかる。これら残部の板の塗装
は焦げ茶色であり，創建時のものと思われる。なお，羽目
板同士は相
あい
决
じゃく
り加工して組み合わせている。
創建時の軒の出については，創建時の姿を留めていると
考えられる平屋部分の妻側ならびに北側（平側）の屋根の
出を参考にして，妻側の壁面からは約 840 mm，平側から
は 370 mm の出とする。
最後に，台所の外側にかつて存在した竃周辺については，
すでに同箇所に残る壁の上に土台があり，土台に枘穴があ
ったことを述べた。この枘穴には柱が立ち，台所の出入り
口と近いことから差し掛け屋根があったと考えられるが，
MS 氏にはその記憶は定かではないとのことである。
6．空中写真による考察
MS 氏からの聞き取りならびに建物の痕跡調査には推察
に頼った箇所があるので，空中写真を参照して，そこから
改めて読み取れることを考察してみる。
空中写真については，一般財団法人日本地図センターか
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図 65　屋根裏に残る竪羽目板（建物南側）
図 66　応接間南側の縁側下に残る竪羽目板
①
図 67　空中写真（部分，撮影： 昭和 32 年 10 月 10 日）
①
②
③
図 68　空中写真（部分，撮影： 昭和 38 年 6 月 26 日）
図中の③がS工業の事務所
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結　　論
以上の考察を通じて，S 邸については次のようにまとめ
られる。
◦ 昭和 29（1954）年に建てられた当時の S 邸は切妻造りの
平屋で，建築面積は 105.55 m2 であった。当初の切妻屋
根は躯体の凹凸に合わせるのではなく，軒を揃えて大き
くゆったりと架けられていた。その後，昭和 39（1964）
年までの間に，屋根形状を変えずに，居間と客間それぞ
れの南側を拡張した。外観は，秋田スギに焦げ茶色の塗
装を施した竪羽目板張りであった。この板張りは室内に
も多用され，施主の郷土愛を感じさせるが，和室に付随
していた竿縁天井は，S 邸では主要居室に用いられてい
ない。
屋根勾配を基準にしたからで，この軒高ではその下に天井
が付くことを考えると低いと言える。その点からも，空中
写真で推察される玄関の屋根勾配は，主屋とは別であった
と考えてよいのではないか。仮に水回りの片流れの屋根と
同じ 5 度の勾配だとすると，玄関北側の軒高は約 2400 
mm となる。
なお，台所北側のかつて竈があった箇所の屋根について
は，図 68 の②の先が該当する。写真からは屋根形状まで
判断できないが，浴室東側に架かる片流れ屋根が同じ傾斜
のまま台所の出入り口まで続いていたのかもしれない。
以上の考察から，創建時の平面図（図 69）ならびに断面
図（図 70）を作成した。創建時の床面積は 105.55 m2（＝
31.93 坪）となる。同平面図の玄関部分については，土間
の大きさを 1 坪にしている。また，下駄箱の位置は土間の
東側にあったという MS 氏のご記憶による。
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図 69　創建時の断面図（断面箇所は図 12 と同一）
図 70　創建時の平面図
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◦ 昭和 39 年，屋根裏ならびに外部に鉄骨を組んで増築し
ているのは，2 階荷重を 1 階に負わせないためであるが，
応接間をはじめとする平屋の家屋の特徴を損ないたくな
い施主の拘りを強く感じさせる。その配慮は，階段室の
場を玄関土間を拡張することで確保していることにも伺
える。つまり，創建時の室内空間を極力壊さずに，内包
するように増築しているのである。
◦ そのため，鉄骨柱ならびに梁は外部に露わになっている
が，構造補強上の処理として平屋時代との差異化を意匠
上明確にしているとも言える。
◦ 間取りの上では，応接間を中心にその左右に居室を配し
た居間中心型であり，主屋から廊下を挟んで北側にトイ
レと浴室を離れのように配置している。主屋には桟瓦葺
きの大屋根が架かるのに対して，トイレ・浴室部は片流
れの亜鉛鉄板瓦棒葺きで，両者を差別化している。した
がって，すでに戦前まで流行していた中廊下式の間取り
ではないものの，台所，便所，浴室の水回りを北側に集
約している点については，なお戦前の伝統的な考え方が
保持されていたと言える。
◦ 1，2 階ともに和室と洋間との境に段差を付けているが，
その処理は，昭和戦前に流行していた作法を引き継いで
いる。
◦ 室内の何よりの特徴は，応接間とその北側の台所の双方
に大きく架け渡された舟底天井，そして，引込み戸なら
びに自在戸による室内の開放性を重視した間取りにある。
◦ その開放性への拘りは，応接間南側を構成する 4 枚の引
違いのガラス戸と嵌め殺しのガラス窓をもつ大きな開口
部に，そして舟底天井の頂部周りに連続する嵌め殺しの
欄間窓に見られる。
◦ とくに引込み戸による開放的な間取りは，増築時の 2 階
にもそのまま引き継がれている。
◦ 丸柱は，応接間のほかに隣接する居間と客間にも見られ
るが，応接間に多用され，部屋の四隅と登り梁に接合す
る柱の計 8 箇所に用いられている。とりわけ天井面近く
の丸柱には，横木ならびにその上に架かる登り梁が接合
し，構法上の見せ場を作っている。
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